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関係各位 

低周波空気振動被害の拡大について 

国家は理工学士の虚言を利用して低周波空気振動被害の拡大を謀ってきた。環境省だけ

でなく総務省や消費者庁でも〝聞こえないオトや感じない振動を苦情する虚言者〟との位

置付けで被害を認めず、口封じをしてきた。 

古くから、低周波空気振動被害は我が家を捨てるか命を捨てるか究極の選択を迫られる

と、言われてきた。 

途轍もなく苦しいからだが、その空気振動の被害判定が理工学士に依って牛耳られてき

た。医師でもない理工学士が医師であるかのような振る舞いをして空気振動の被害判定を

してきたのだ。 

現在の行政は、理工学士の自己の懐を膨らませる為だけの嘘を利用し、環境保護の為と称

して加害音源（省エネ機器）の拡大をしてきた。 

その最たるものは、消費者庁の消費者安全調査委員会（以下、事故調と表現）である。 

この事故調は、ヒートポンプについて「家庭用ヒートポンプ給湯機から生じる運転音・振

動 により不眠等の健康症状が発生したとの申出事案」を平成 26 年 12 月 19 日に調査をし

たとして結果を発表しているが、この調査は全くの嘘話なのだ。 

被害の本質はイライラすること、痛いことだが、この被害の本質について何の言及もない

から、被害調査はされていないという外はあるまい。 

また加害の物理現象も把握されていない。所謂省エネ機器は周波数を落としているのだ

が、周波数を半分にすると伝播力は倍加すると言う事実すら把握されていない。 

物理学の基礎であり、理工学士の誰でもが承知していることは、低域の空気振動には極め

て大きな伝播力（エネルギー）を内包していることがある。 

騒音を軽減するために、一般に静音設計と称して周波数を下げる手法が利用されてい

る。例えば 50Hz で稼働していたものを 25Hz に下げるとその伝播力は 

50Hz の空気振動は 体積 V50=4/3π（6.8）3＝314.432 ㎥ 

25Hz の空気振動は 体積 V25=4/3π（13.6）3＝2,515.456 ㎥ 

であり、25Hz の空気振動は 50Hz の空気振動の 8 倍の伝搬力（振動させる力）を有して

いて、25Hz の音は 50Hz の音より 8 倍伝播し、身体の奥深くへ侵入して内部の鼓膜や蝸牛、
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鼻腔の粘膜や肺胞を打擲し続けて恐怖に陥れる。 

鼓膜が傾たり、耳閉塞を起こした空気振動は鼓膜内部へも伝播して蝸牛を打撃し、〝耳痛

〟という痛覚が反応する症状を伴うのだ。 

イタイと言う生体反応は、正常な組織を損傷するか、損傷する恐れのある刺激に対する反

応であり、その行為を続ければ器官が壊れてしまうから、行為を止めろという侵害反射なの

だが、〝耳痛〟という反応に表れている。 

因に 1Hz の空気振動は 100Hz の空気振動の百万倍の伝搬力（振動させる力）を有してい

て、1Hz の音は 100Hz の音よりも百万倍伝播することも明らかなことだ。 

100Hz の空気振動は 体積 V100=4/3π（3.4）3=39.304 ㎥ 

1Hz の空気振動は 体積 V1=4/3π（340）3＝39,304,000 ㎥ 

無論、空気には重さがあって 1m3 （立方メートル）の空気は 1.3 ㎏だから、1Hz の空気

振動は 1.3×39,304,000＝51,095,200kg（5 千㌧）という桁違いの空気を振動させる伝播力

を有している。なお、100Hz の空気振動は 1.3×39.304＝51.0952kg（50 ㌔）の空気を振動

させる伝播力を有している。 

平成２２年度「移動発生源等の低周波音に関する検討調査等業務報告書について」には次

のような言い回しとなって、低周波空気振動被害者が被害を訴えると精神障害者だという

〝口封じ〟に利用されている。 

これまでの知見によれば、低周波音曝露による健康影響が出やすい人の特徴として、 

・精神的疾患を有する人あるいは精神疾患の気質を有する人 

・その他の身体疾患を有する人 

・強いストレスを受けている人 

などが想定できる。 

この論理は、日本消費者連盟・読売新聞が仕掛けた理工学士が被害の専門家だという嘘に

加えて、武田恵生・川澄透等が差別し播いた種だが、今﨑浩美の音源を探したらエネファー

ムが見つかったという話も、被害者が精神疾患者扱いされるよう輪を掛けて増強する。 

低周波空気振動被害は音源からの空気振動が受音地（室内）へ到達して初めて被害者と判

定されるからだ。今﨑浩美が示すような屋外での記録で判定されることは無い。 

スマホ難聴、ヘッドホン難聴はロックコンサート会場から 表へ出た時に、耳がジーンと

鳴ったり、耳の奥に痛みを感じたりする。クラシックであろうと、ロックであろうと楽音に

その理由はなく、音楽を運ぶ空気振動が痛みや難聴の原因である。すなわち Row Data（無

補正、未加工）で判定しなければならないし、蝸牛に入る前の音で判定しなければならない。

Input と Output を取り違えてはならない。 

会は汐見医師の用意した計測機器を使用して、被害者の低周波空気振動曝露環境を把握
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し、同医師と共に日本中の医師に症例を届けてきた。 

ところが、工学士が音源との交渉をして被害が解消したのだから、低周波空気振動の専門

家は工学士だという虚言者を集めた、日本消費者連盟らによって、医師には症例を届けない

活動が公然と行われてきた。自分の健康被害の専門家が工学士だとする病人がいる筈もな

く、更なる侮蔑の対象となっている。 

医師は新幹線の騒音対策をできないし、マラリア対策の為に蚊を駆除することもない。医

師の使命は、原因を取り除くよう意見することだ。 

万一、環境省が骨導音を織り込み済みと言うのであれば、心的参照値は左肩下がりでなけ

ればならないし、10Hz 未満の取り決めが無いこともおかしい。なぜなら、周波数が低くな

ればなるほど伝播力が強くなるからであり、そのようにはなっておらず、実情に合致しない

から被害が拡大したのだ。 

「私が感じないのに、お前は感じると言う、可笑しいよね」これが行政の低周波空気振動

被害者に接する際の基本的姿勢だ。 

低周波空気振動被害は皮膚が感知して、脳の反応である〝急性ストレス障害〟を起こす

のだが、古来、低周波空気振動は天変地異（地震、津波、火砕流）を告知するものとして一

般社会に受け入れられている。 

イライラ、頭痛、耳痛、睡眠時に音源駆動があれば不眠となる。 

執拗な苦情は〝急性ストレス障害〟のせいだ。苦情は大きな声をあげたり悪態をつくこ

ともあり、これが精神疾患者と括られることがあったがそれだけではない。 

急性ストレス障害は急性ストレス反応とも言い、1929 年にウォルター・B・キャノンに

よって初めて提唱された動物の恐怖への反応である「闘争・逃走反応」（fight-or-flight 

response）であり、『火事場の馬鹿力』と訳されることもある。 

キャノンの説によると、動物は恐怖に反応して交感神経系の神経インパルスを発し、自身

に戦うか逃げるかを差し迫るという。この反応は、脊椎動物あるいはその他の生物でストレ

ス反応を引き起こす一般適応症候群の初期段階として知られている。 

その身体的な反応は恐怖などのストレッサーの刺激が視床下部、下垂体に伝達し副腎皮

質刺激ホルモンが分泌され、アドレナリンとコルチゾールが放出される。その結果次の変化

が起きる。 

心臓・肺機能強化（心拍数上昇、血圧上昇、呼吸数上昇、気管拡張など）が起き、体の他

の部分に回る血を抑制し、優先的に脳と筋肉に血が供給される。脳と筋肉に血やエネルギー

等を供給するため、心拍や呼吸が早くなり、血圧が高くなる。血糖値が上昇する。脂肪の燃

焼が促進される。筋肉が、より早く、より強く動けるように緊張状態になる。 

突然死の原因となるのは、昂進した心肺機能が脆弱な血管を破裂させることがあるから
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だ。被害者は我が家を捨てるか、自死をするか究極の選択を迫られる。 

第一陣のすばやい緊急反応に続き、第二陣のゆっくりしたストレス反応が起こる。 

音源駆動が継続する限り慢性ストレスとなった〝低周波空気振動〟はコルチゾール過剰

状態を維持し、うつ、がん、アレルギー性疾患、心臓病、糖尿病などに罹り易くする。 

そして、慢性ストレスはうつを引き起こす。しかも、うつになると、免疫力がさらに低

くなる。うつ患者の免疫力が低下していることは、リンパ球幼若化反応が低く、ＮＫ細胞

の働きが低下していることから判明している。 

高濃度のコルチゾールは、海馬の神経細胞を死滅させる。海馬は、学習と記憶を担当す

る重要な箇所である。もし海馬の神経細胞が死ねば、日時、場所、人の名前が覚えられ

ず、自分のいる場所さえわからなくなる、アルツハイマー病が発生する。 

逃避、闘争、懐柔という三大生きのこり戦略を引きおこすメカニズムは偏桃体の反応で

あり、動物を闘争状態へと変化させた自然由来の空気振動は数分で消滅するが、継続する

人工音は動物の心身を交感神経優位にしたまま、脳と筋肉へ酸素を送り続ける。 

外因性の低周波音症候群と闡明され、早く工学士に原因対策させることを望んだ、唯一の

専門家であった汐見医師の意見は 26 年も前に出版されており、キャノンの説「闘争・逃走

反応」に至っては 90 年も前から広く社会に受け入れられている。 

それにも拘らず、低周波空気振動被害にだけはこれを適用せずに、放置されてきた。 

「何周波数で何デシベルを超えると苦情になり易い」のではなく、「何周波数で何デシベ

ル加圧されているから被害になる」のだ。 

理工学士の嘘話を採用した東京大学、日本消費者連盟、日本弁護士連合会、読売新聞、建

築ジャーナル等が主導した環境省の国家犯罪である。 

以上 
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